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「すざく」衛星搭載硬 X線検出器広帯域全天モニタ部 (HXD-WAM)の現状
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X線天文衛星「すざく」搭載の硬X線検出器 (HXD)の広帯域全天モニタ部 (WAM) による観測の現状を報告す
る。WAMは、HXDの反同時計数カウンタを構成するシンチレータ結晶部を全天モニターとして用い、50 keVか
ら 5 MeVの帯域で全天のほぼ半分をモニターする機能である。800 cm2が４面という大きな幾何学的面積に、Ｘ線
阻止能にすぐれた BGOをもちいることで、特に 300 keV からMeVの帯域で、これまでにない大きな有効面積を
誇っている。WAMは、2005年 7月に打ち上げられて以降、順調に稼働を続けており、多数の突発天体や地食をも
ちいた既知天体のモニター観測などを進めている。2008年 6月現在で、Swiftなど他衛星と同期観測したγ線バー
スト (GRB)が 395例、太陽フレアは 166例、軟ガンマ線リピータ (SGR)は 70例を観測している。中でも GRB
の検出率は、年間 140例に達し、現在の衛星群のなかでもトップクラスであり、特に速報性の高い 60件超をGRB
Coordinate Networkなどに報告している。今回の報告では、前回の春季年会以後のWAM検出器の経年変化の状
態や、多衛星との軌上同時較正試験の結果、軌道上非Ｘ線バックグランドの特性についての較正結果について報告
するとともに、個別の観測成果のトピックにも触れる。


